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＜あらまし＞ 金沢大学人間社会学域学校教育学類（旧教育学部）では，Web 教育実習ノート

の開発・運用を通して，教育実習における効果的な Web ポートフォリオの蓄積・活用の方法，

教師としての力量向上をはかる指導体制の検討を行ってきた。この経験を生かし，小学校でのテ

ィーチングアシスタント等のボランティア活動に関わる Web ポートフォリオ・指導システムを

開発し，一年間にわたって運用を行った。ここでは，そこで得られた成果と課題について述べる。 

＜キーワード＞ 教師教育，コミュニケーション，ポートフォリオ，テキストマイニング 

 

１．はじめに 

 教員養成における学生の教育実践力の向上

については，さまざまな試みが行われている。

その中で，小・中学校などの協力校と連携し

た取組については，大学教員と学生，協力校

の教員とのコミュニケーションのあり方が問

題となる。一般的には，次のような問題点が

あげられる。 

・大学の教員は，協力校に出向く機会が少な

く学生の活動状況を十分に把握できない。 

・協力校の教員は学生の状況を把握しやすい

が，子どもの指導があるため学生の指導に

費やす時間が十分に取れない。 

・大学教員と学校教員との間に十分なコミュ

ニケーションをとる機会や時間がない。 

金沢大学学校教育学類では，学生の教育実

践力の育成と地域学校への貢献を目的として，

ボランティア学生による地域学校の授業や放

課後学習の補助（以下，ティーチングアシス

タント）の支援事業を行ってきた。この事業

においても，同様の課題を抱えていた。そこ

で，協力校では学生に活動ノートを書かせ，

協力教員と学生がコミュニケーションをとり

やすいように工夫した。一方，大学の教員と

学生のコミュニケーションについては，一ヶ

月の活動報告をまとめて提出させるようにし

た。しかし，大学においては学生の活動の把

握が一ヶ月遅れ，適切なアドバイスの時期を

はずしてしまうという問題が生じた。 

 このような問題の解決策として，大学によ

っては，学生のポートフォリオの活用や web

ノートの活用が行われている。（たとえば，信

州大学の「ティーチングポートフォリオシス

テム」1)や，実習・実践的研究場面での指導支

援を想定した兵庫教育大学の取組 2)など） 

金沢大学においても，これらに相前後する

形で2006年度より教員養成GPの指定を受け，

教育実習の際に用いるweb実習ノートの開発

および活用を行ってきた。その運用の中で，

さまざまな機能を盛り込んだものは汎用性が

高いが，すべての機能が活用されるわけでな

く，かえって活用しにくくなることが明らか



にされている３)。 

 そこで，これまでのティーチングアシスタ

ント(以下，TA)事業運営の課題に対して，こ

の事業に特化したwebノートの開発を行うこ

とを考えた。 

２．本研究の目的 

 本研究においては，TA の活動を支援する

web ノートの開発を行うとともに，web ノー

トへの記述内容の分析からその評価を行い，

web ノートの改善点について検討することを

目的とした。 

３．方法 

(1)web ノート開発の視点 

web ノートは，次の３つの機能に焦点を当

て開発を行うことにした。 

・活動を希望する学生の所属，学年，連絡先

の入力を可能にし，活動の申請を行うこと

ができる機能をもつ。 

・大学や協力校から学生に対する連絡が容易

にとることができる連絡機能をもつ。 

・学生が活動記録（感想や質問等を含む）を

書き込める機能と，大学教員，協力校教員

からのアドバイスを書き込める機能をもつ。 

②研究対象 

金沢市内の小学校５校における学生アシス

タントを対象とした。活動内容は，学校によ

り異なるが，大別すると授業中の教師の補助

や放課後学習の補助にまとめられる。活動期

間は 2008 年５月から 2009 年３月であった。

参加学生の学年構成・人数は，学部２年生９

人，3 年生８人，４年生 10 人，大学院生１人，

養護教諭特別別科学生６人の計 35 人であっ

た。 

 教員側では，大学教員 2 名が web ノートを

通してアドバイスを行うとともに，活動校 A

校の小学校教員１人がwebノートに書き込み

指導を行った。 

以上の学生のwebノートの書き込み内容お

よび大学教員，活動校の教員の書き込み内容

を分析対象にするとともに，web ノートを通

した活動の運営状況を分析の対象とした。 

③分析方法 

 次の２点から開発したwebノートの評価を

行った。 

・Web ノートの活用と運用の状況から，改善

点について明らかにする。 

・学生および教員の web ノートの記述内容に

ついて分析を行い，web ノートの改善点に

ついて明らかにする。 

４．開発した web ノート 

(1)web ノートへのアクセス権限 

 web サイトのアクセス権限は，①学生レベ

ル，②活動校レベル，③管理者（大学）レベ

ルの３つのレベルがある。 

 学生レベルでは，自分の web サイトへの書

き込みとそれに対する大学・活動校教員のコ

メントを見ることができる。また，全体の掲

示板と活動校の掲示板を見ることができる。 

 活動校の権限では，当該校で活動している

学生の個人情報とwebノートへの閲覧および

コメントの書き込みができる。また，全体の

掲示板と自校の掲示板を見ることができると

ともに，自校掲示板への書き込みができる。 

管理者の権限においては，学生全員の個人

情報とwebノートへの閲覧およびコメントの

書き込みができる。また，全体の掲示板と全

活動校の掲示板を見ることができるとともに，

書き込みができる。 

(2)web ノート概要 
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いと考えられる。大学教員及び活動校教員か

らのコメントについては，これも強制ではな

かったものの，返答やアドバイスを要する書

き込み，ケアを必要とするような書き込みに

対しては，教員側から何らかの書き込みがな

されており，概ね当初のねらいに応じた運用

ができたものと考えられる。 

 各機能は設計意図通りに機能したが，運用

を通じ，改善を要する点が明らかになった。

代表的な改善点は以下の通りである。 

・ポートフォリオの蓄積が進んでいった場合

の一覧性・出力方法の確保 

・教員側が書き込む際に学生毎に時系列を遡

って記入内容を確認できる，等といった並

べ替え・抽出機能 

(2)記述内容の分析結果および考察 

web ノートへの記述内容はさまざまであっ

たが，全体的な傾向をつかむことにより，web

ノートの評価を行い，改善点について検討す

ることとした。全体的な記述内容の傾向につ

いては，それぞれテキストマイニングを行っ

た。その分析方法として松原による自己組織

化マップ作成ソフト MSOM を用いた。 

学生，大学・協力校教員の記述内容につい

て，MSOM で分析した結果をもとに頻度の

高い単語のまとまりを簡易なマップに配置

した。（それぞれの分析プロセス，及び作成

マップについてはプレゼンにて紹介する） 

 学生の記述内容については，次のような特

徴がみられる。（教員分は省略） 

・自分がどう児童の話を聞き，考えて説明す

るかといった補助活動。教師の指導や姿勢，

子どもの問題解決について。 

・子どもたちを観察，子どもたちへの接し方

とその感想。 

・教室全体や活動全体の感想や姿勢。 

 以上のように，学生は自分のとるべき補助

活動について，教師の姿勢や課題から考慮す

るといった記述を中心に，子どもの観察や接

し方とその感想，活動全体の感想といった記

述の特徴がみられる。 

６．まとめ 

本研究では，TA の活動を支援できる web

ノートの開発とともに，その評価から改善点

について検討することを目的とした。 

今回，授業補助や放課後学習に特化したサ

イトにすることにより，自主的な活用にもか

かわらず，web ノートへの書き込みの頻度は

高いものであったと思われる。また，web ノ

ートへの記述内容からは，学生のポートフォ

リオ的な活用が行われ，教員からのアドバイ

ス等についても，適切に機能していると考え

られた。さらに，この機能を高めるためには，

記述内容の少ない学生に対して，記述の観点

や記入例などを示していくことが考えられた。 

 サイトの改善点としては，記入内容の一覧

や出力などの工夫，各学生の時系列にそった

内容表示の工夫等があげられた。これらにつ

いては，今後，修正可能であり，改善を行う

ことによって，さらに効果的な web サイトに

なるものと思われる。 
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